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べーやん 

今、一番言われていることで、記者の方

も向こうから、｢そんなにやるのか？｣っ

て声が出てますよね。 

市川さん 

月に。。。月にというか、二日に一本はい

ってますからねぇ。 

ちんぺい 

そうですねぇ。 

たぶん。。。ある意味、命を削るようなツ

アーになってくるかもしれないんです

けどね。(笑) 

 

 

 

 

市川さん 

みなさん、アリスに対してイメージ、い

ろいろあると思うんですが。 

たとえば歌がいい。たとえば歌詞がいい。

サウンドがいい。なんかぐっとしみた思

い出があるとかってあるでしょうけ

ど。。。 

べーやん 

ほめすぎだよ。 

市川さん 

いや。。。一応仕事なんで(笑)。 

ちんぺい 

仕事かよ。。。(笑) 

べーやん 

そこそこでいいんだよ。 

市川さん 

ただそんな中でいいと思うのは、ほんと

にアリスってライブバンドなんだって

いうのが、ものすごくありまして。 

特にこう。。。なんか繊細なものも、それ

から熱いものも、すべて実は力で押し切

るような。。。 

そういう逞しいロックバンドっぽいと

ころがあるかっていう記憶があるんで

すけど。 

べーやん 

あ～そうねぇ。勢いだけはなんかロック

っぽいねぇ。 

ちんぺい 

あの～、なんか音量だけはロックに負け

ないようにっていうんで、矢沢がさっき

叩いてたタンバという楽器をロックコ

ンサートでもかましたりしましたから。 

闘争心はありましたね。 

べーやん 

けっこう大きい音好きなんですよね。 

普段小さくなってますから。(笑) 

市川さん 

どうしてこう単純にもっていくんです

か。。。(笑) 

実際ね。さきほども使ってましたけど、

タンバ。 

特にこういう鳴りのいいクラシックホ

ールでは、まさにロックバンド殺し。。。

｢ドラムって何？｣みたいな、すさまじい

ものですねぇ。 

ちんぺい 

矢沢は本職はドラムなんで、ツアーでも

想いっきりドラムを叩いてもらって、タ

ンバも鳴らすっていう。。。もう、命を削

るみたいな。 

べーやん 

ほんとそうですよ。そう言った意味では

無事６０を迎えられたんですけど、これ

からあるコンサートというか、ツアー。。。

ある種、自分たちの心のリハビリみたい

なね。 

もう一度こう、自分の中に復活させる、

まだできるんだというのを、また再確認

するような。。。感動しますよね。 

 

市川さん 

とりあえず今だったら、ドームとかいっ

ぱいありますから、全国ドームツアーと

か。。。本数は４～５本で大会場でやれば

いいよって発想になりがちなんですが、

あえてそれはせず。 

ちんぺい 

アリスで最初の頃って、メジャーヒット


